
大

会

旦

新
潟
県
小
学
校
長
会
は 、

真
撃
に
研
究
と
実
践
を
重
ね 、

会
員
の
英
知
と
組
織
の
総
力
を
結
集
し
て 、

本
県
小
学
校
教
育

の
充
実
・

発
展
に
着
実
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た 。

ま
た 、

今
後
も
小
学
校
の
統
廃
合
が
進
み 、

会
員
数
が
減
少
す
る
こ
と 、

会
務
の
執
行
及
び
内
外
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
等
か
ら 、

予
算
編
成
や
会
務
の
見
直
し
を
行
い

、

持
続

可
能
な
会
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た 。

今 、

社
会
で
は 、

教
育
に
よ
る
地
方
創
生
対
策
等
が
叫
ば
れ 、

学
校
教
育
に
対
す
る
期
待
と
要
請
が
高
ま
っ
て
い
る 。

と

り
わ
け 、

人
間
関
係
の
希
薄
化
が
進
む
中 、

人
と
人
と
の
紳
づ
く
り
に
取
り
組
み 、

地
域
に
根
ざ
し
た
未
来
を
創
る
子
ど
も

の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る 。

ま
た 、
学
校
が
抱
え
る
課
題
は 、
自
然
災
害
や
今
般
の
感
染
症
対
策
を
含
め
ま
す
ま
す
多
様
化・

複
雑
化
し 、

学
校
経
営
の
舵
取
り
が
難
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る 。

加
え
て 、

授
業
改
善
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
の
質
の
確

保
・

向
上
や
社
会
で
の
活
動
を
通
じ
た
自
己
研
績
の
充
実
の
観
点
か
ら
も
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革」

の
実
施
に
向
け

た
一

層
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る 。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て 、

学
校
教
育
の
果
た
す
べ
き
責
務
は 、

地
域
や
行
政
と
協
働
し 、

未
来
社
会
の
創
り
手
を
育

て
る
べ

く 、

確
か
な
学
力
や
豊
か
な
心 、

健
や
か
な
体
の
調
和
を
重
視
す
る
「
生
き
る
力」

を
確
実
に
育
む
こ
と
で
あ
る 。

具
体
的
に
は 、

基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
・

技
能
の
習
得
に
加
え 、

こ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な

思
考
力
・

判
断
力
・

表
現
力
等
の
育
成
や
学
習
意
欲
の
向
上 、

い
じ
め
を
見
逃
さ
な
い
・

許
さ
な
い
意
識
の
醸
成 、

よ
り
よ

い
人
間
関
係
を
構
築
し
て
い
く
力
の
育
成
な
ど
を
図
る
こ
と
に
あ
る 。

そ
の
た
め
に
は 、

よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
通
じ
て
よ

り
よ
い
社
会
を
創
る
と
い
う
目
標
を
学
校
と
社
会
が
共
有
し 、

社
会
に
聞
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る 。新

潟
県
の
学
校
教
育
に
お
い
て
は 、
「
一

人
一

人
を
伸
ば
す
教
育
1

一

人
一

人
の
個
性
に
応
じ
た 、

質
の
高
い
豊
か
な
教
育

の
推
進
1」

の
基
本
理
念
の
も
と 、
「
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
と
誇
り
を
胸
に 、

夢
や
希
望
を
持
っ
て
粘
り
強
く
挑
戦
し 、

未
来
を

切
り
拓
い
て
い
け
る 、

た
く
ま
し
い
ひ
と
づ
く
り」

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し 、

教
育
施
策
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る 。

ま
た 、

政
令
指
定
都
市
新
潟
市
の
学
校
教
育
に
お
い
て
は 、
「
学
力
・

体
力
に
自
信
を
も
ち 、

世
界
と
共
に
生
き
る
心
豊
か
な

子
ど
も」

の
育
成
を
基
本
目
標
に 、
「
学
・

社
・

民
の
融
合
に
よ
る
人
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
・

学
校
づ
く
り」

を
推
進
す
る

教
育
施
策
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る 。

新
潟
県
・

新
潟
市
と
も 、
「
地
域
と
の
つ
な
が
り」

を
重
視
し
た
教
育
活
動
の
充
実

を
求
め 、

そ
の
成
果
を
地
域
力
・

住
民
力
の
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る 。

私
た
ち
会
員
は
確
固
た
る
経
営
理
念
と
高
い
使
命
感
を
も
ち 、

校
長
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が
ら 、

地

域
や
学
校
の
実
態
に
即
し
た
明
確
な
方
針
と
具
体
的
な
方
策
を
提
示
し 、

教
職
員
の
力
量
を
高
め 、

家
庭 、

地
域
の
人
々
と

共
に
創
意
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
学
校
づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

そ
の
た
め
に 、

会
員
は
鋭
い
先
見
性
と
豊
か
な

創
造
性
を
発
揮
し
て 、

県
民
・

市
民
の
信
頼
を
勝
ち
得
る
校
長
会
を
目
指
す 。

新
潟
県
小
学
校
長
会
は 、

こ
こ
に
第
八
十
回
新
潟
県
小
学
校
長
会
代
議
員
会
長
岡
・

三
島
大
会
の
総
意
に
基
づ
き 、

次
の

決
意
を
表
明
し 、

そ
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
宣
言
す
る 。

記

一
、

学
習
指
導
要
領
の
確
実
な
実
施
と
社
会
に
聞
か
れ
た
教
育
課
程
の
編
成
・

実
施
・

評
価
・

改
善

一
、

学
校
に
お
け
る
勤
務
時
間
・

健
康
管
理
を
意
識
し
た
働
き
方
改
革
の
推
進

一
、

他
者
と
協
働
し
な
が
ら
粋
を
強
め 、

高
い
志
を
も
っ
て
学
び
続
け
る
子
ど
も
を
育
て
る
学
校
経
営
の
推
進

一
、

学
校
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
研
修
の
充
実

一
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
教
育
活
動
の
成
果
発
信

一
、

地
域
連
携
を
基
盤
と
し
た
防
災
教
育
実
践
の
推
進
と 、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
・

避
難
し
た
児
童
へ
の
支
援
の
継
続

一
、

教
職
員
定
数
・

処
遇
等
の
改
善
及
び
福
利
の
向
上
を
目
指
し
た
調
査
研
究
・

要
望
活
動
の
継
続

一
、

会
員
相
互
の
連
携
と
学
校
経
営
の
改
善
・

充
実
に
資
す
る
広
報
活
動
の
推
進

一
、

持
続
可
能
な
県
小
学
校
長
会
の
組
織
・

運
営
等
の
改
善

令
和
二
年
五
月
十
三
日

第
八
十
回
新
潟
県
小
学
校
長
会
代
議
員
会
長
岡
・

三
島
大
会


